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“センダイウイルスを用いた
  癌特性の解明と治療応用の進展” 

9/8
18 :0 0-19 :00
2014.

19:10～ ポスターディスカッション（情報交換会）
　　       1F ホワイエ

モデレーター： 澤　芳樹 （大阪大学大学院医学系研究科）

主催：大阪大学大学院医学系研究科
共催：未来医療交流会
後援：文部科学省橋渡し研究加速ネットワークプログラム
　　　　大阪大学「TR実践のための戦略的高機能拠点整備」
　　  厚生労働省早期・探索的臨床試験拠点整備事業
　　  大阪大学医学部附属病院未来医療センター
　　  大阪大学臨床医工学融合研究教育センター

お問い合わせ：
　　大阪大学医学部附属病院未来医療センター
　　ctr.osakauniv@dmi.med.osaka-u.ac.jp

http://www.hp-mctr.med.osaka-u.ac.jp   

ポスターディスカッション（情報交換会）
１．先天性心疾患における遺伝子発現制御機構　　遺伝子治療学  二村 圭祐 
２．高機能化不活化センダイウイルス粒子による癌免疫療法の開発　　遺伝子治療学  佐賀 公太郎
３．不活化センダイウイルスを内包した血小板ベクターの全身投与によるメラノーマ治療法の開発　　遺伝子治療学  西川 智之
４．不活化センダイウイルス粒子はヒト多発性骨髄腫細胞のc-Myc 抑制を誘導する　　遺伝子治療学  Ying Zhe Jiang
５．CRISPR/Cas9システムを用いた遺伝子機能解析　　遺伝子治療学  長野 広通


